
  

 

  

障がいの理解へのすそ野を広げ、 
一緒に笑ったり、考えたり、話し合ったりできる地域づくりをめざして 

新潟市秋葉区社会福祉協議会 
秋葉区ボランティア・市民活動センター 
〒956-0864 新潟市秋葉区新津本町 1 丁目 2番 39 号 新津地域交流センター2 階 

電話番号 0250-24-8345 ／ FAX 番号 0250-23-3322 

メールアドレス vsc-akiha@syakyo-niigatacity.or.jp 
 

※下記お申込み事項をお知らせください。 

お申込み事項 

１希望講座名 ２氏名 ３住所 ４電話番号 

５対象（左記◆対象者◆から該当する番号） 

☑申込期限 11月 22日（月） 

◆お申込み方法◆ 

秋葉区ボランティア・市民活動

センターへ電話・ＦＡＸ・メールの

いずれかでお申し込みください。 

◆対象者◆ 

①ご家族   ②支援者 

③福祉関係者 ④関心のある方 

◆会 場◆ 

新津地域交流センター 

３階 多目的ホール 
（秋葉区新津本町 1-2-39） 

◆定 員◆     ◆参加費◆ 

先着 各３０名    無 料 

◆会場周辺地図◆ 



 

秋葉区ボランティア・市民活動センター行 

FAX 0250-23-3322 

 

令和３年度ボランティア講座 

「障がいの理解」・申込書 

希望講座 

受講を希望される 

講座に○を 

ご記入ください 

 １１月 ２７日（土） 「発達障がいの理解」 

 １２月  ４日（土） 「知的障がいの理解」 

フリガナ  

電話番号  
お名前  

ご住所  
対 象 

該当する番号に○を

付けてください 

１ ご家族   ２ 支援者 

３ 福祉関係者 ４ 関心のある方 

 

FAX でお申し込みの場合は、 

切り取らずにこのままご送信ください。 

みなさまに安心して受講していただけるよう、

受付時の検温・手指消毒のほか、室内の換気・座席

の距離を確保した開催に努めていきます。 

感染拡大状況により、やむを得ず

開催中止する場合があります。 

株式会社 真友社 

石田 友美 様 

社会福祉法人 親和福祉会 

けやき福祉園 様 

「未就学～成人までの発達障がいや 

グレーゾーンの具体的理解」 

●発達障がいグレーゾーンとは 

●疑似体験による障がい理解の一歩 

●各年齢期における事例と対応 

●ご家庭での支援方法 

など 

「知的障がいってどんな障がい？」 

●知的障がいの定義や特性 

「障がい者施設ってどんなところ？」 

●区内にある施設の紹介 

●利用者の１日 

「当事者からのお話」 

●利用者の方からのお話を予定して 

います。 
など 

保育園や施設で１６年障がい

児者、不登校児への支援を行っ

ている。 

現在は、真友社にて放課後等

デイサービスや就労移行支援、

相談支援事業などの統括管理を

している。 

誰もが生まれ育った地域でそ

の人らしい豊かな生活を送るこ

とができるよう、自立と社会参

加を目指し、必要としている人

に必要なサービスを「はたらく」

「たのしむ」「ささえあう」「くら

す」の４つの視点から提供して

いる。 


